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論文内容の要旨
本論文は導電性高分子の電子・光物性と接合素子に関する研究結果をまとめたものであり， 6 章からなっている o



































効果を見い出し， PAT をドナー， Cωをアクセプターとする光誘起電荷移動に基づく電荷分離に起因する事を明
らかにしている。さらに Cωをドープした PAT と C60とのヘテロ接合素子を作製した場合，著しく光起電力特性
が向上することを見い出し，そのメカニズムを明らかにしている。
(5)PAT とポリピリジルビニレン (PPyV) を積層構造とする事で蛍光の消光効果があり， また， Al/PPyV/ 
PAT/Au ヘテロ接合型素子が PAT 単層型の接合素子に比べて接合特性が著しく向上することを見い出し， そ
の機構を明らかにしている o
(6)PAT とシアノ置換ポリ (p一フェニレンビニレン) (CNPPV) との複合体において， PAT 及びCNPPV，いずれ
の蛍光も消光される事，また， この複合体を用いた単層型光起電力素子においては，夫々の導電性高分子を単体
で用いた素子に比べて光起電力特性が著しく向上する事を見い出し， PAT をドナー， CNPPV をアクセプター
とする光誘起電荷移動により説明している。




型ポリアセチレン誘導体等を用いて EL 素子を作製し，赤~青の可視域すべてをカバーする強 L 、 ELが可能であ
る事を示している o
(9)導電性高分子を用いた単層型光起電力素子の短絡光電流がその膜厚に大きく依存する事を見い出し，これを利用
した色センサを提案し実証している O
(10)ポーラスシリコンと導電性高分子とのヘテロ接合素子を作製し，電流に強く依存する ELを見い出し， この発光
がポーラスシリコンに由来している事を示すと共に，そのメカニズムを考察している o
この様に，本論文は種々の分子構造の導電性高分子を新規に作製し，その電子物性とメカニズムを明らかにすると
共に，種々の新しいタイプの接合素子を提案し，優れた特性を有することを実証しており，電子工学に寄与するとこ
ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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